
＜ 正解 副作用が心配なので少な目に使う＞

第47回 点鼻スプレー（2023年2月6日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

クイズの解説

点鼻薬は使い方をマスターし、決められた用量、回数をしっかり守りましょう

Ⅱ

点鼻薬を嫌がる子どもへの対処法

花粉症の三大症状である「くしゃみ、鼻水、鼻づまり」は、子どもの勉強や運動だけでなく、日常生活においても大きな支障を与える可能性があるの
で、単なる鼻症状だからと放っておかずに、症状の軽いうちから、しっかり治療してあげましょう。こうした鼻症状を和らげるため、主にステロイド点鼻薬
が使われますが、正しい使い方をしないと期待される効果が得られないこともあるので、最初は薬局で使い方をしっかり教えてもらうようにしましょう。

■クイズ回答 決められた回数を守る 【〇】

点鼻薬には1日1回スプレーすればよいものと、1日2回のものがあり、薬によって回数が異なります。鼻づまりがひどいからといって、1日に何回も使え
ば効果が上がるわけではないので、決められた使用量と使用回数を守りましょう。また、使用する時間帯は決まっていませんが、忘れないようにするため、
1日1回の点鼻薬であれば、「お風呂上りに1プッシュ」など時間を決めておくとよいですね。

■クイズ回答 副作用が心配なので少な目に使う 【×】

ステロイド薬は怖いというイメージを持たれ、自己判断で回数を減らしたり、途中でやめてしまったりする方がいますが、点鼻薬は局所に効くため体の
中には吸収されにくく、しっかり用法・用量、使い方を守れば安心して使えるお薬です。「鼻アレルギー診療ガイドライン」においても、軽症、初期の段階
からステロイド点鼻薬を用いることがすすめられています。

■クイズ回答 鼻をかんでから使う 【〇】

点鼻薬は鼻の粘膜から薬が吸収されるので、鼻水などで鼻がつまっていると薬が奥まで届かず、炎症を起こしている粘膜に浸透しにくくなります。その
ため、鼻をかんでから使用するようにしましょう。お風呂上りなど、少し鼻の通りがよくなった時に使うのもおすすめです。スプレーした後は、しばらくは鼻を
かまないようにしましょう。スプレーをする時は、少しうつむき加減にして、スプレーの先端を少し外側に向けて入れると、薬が鼻の中全体に行き渡りやす
くなります。
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Ⅲ

薬の変更

液体タイプのスプレーの場合、液体が
鼻に入る刺激を嫌がることがあります。
粉末タイプへの変更を医師や薬剤師
に相談してみるとよいでしょう。

見本を見せる

保護者が点鼻薬を使っている場合は、
子どもの前で使って見せてあげるとよい
ですね。

鼻の奥まで押し込まない

子どもの鼻の穴は小さいので、入り口
に噴霧口が入っていれば十分です。
無理に奥まで押し込まないようにしま
しょう。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/02/dl/s0219-3b.pdf
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